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Report4 男女共同参画に関する授業の実施
Information1 第12回女性研究者学術研究奨励賞募集

国際ソロプチミストは、職業に就いている女性の世界的な組織で、女性と女児
の生活向上のために顕彰事業や援助事業を実施しています。ソロプチミスト
日本財団女性研究者賞は、様々な分野で将来性のある研究を日本国内で行っ
ている優秀な女性に対し、研究費を支援する目的で創設された賞です。本学か
らは、奈良県立医科大学女性研究者学術研究奨励賞を受賞した研究者を毎年
推薦しています。
この度、皮膚科学講座の浅田秀夫教授ならびに女性研究者・医師支援セン

ターから推薦を受けた西村友紀先生が、「薬剤性過敏症症候群にヒトヘルペス
ウイルス6の持続感染を生じた症例の検討」という研究テーマで、国際ソロプ
チミスト奈良―あすか女性研究者賞を受賞されました。
国際ソロプチミスト奈良―あすかの牧浦敬子会長、ソロ
プチミスト日本財団委員会の甲村誠子委員長から、育児
と両立しながら研究、臨床、教育に熱心に取り組まれて
いることが高く評価されました。

国際ソロプチミストアメリカ日本中央リジョンでは、リジョン区域限界内
に在住する研究・人材ともに優秀な大学院女子学生を対象として、将来社会
に貢献し得る人材を育成するための奨学金を設置しています。本学では、女
性研究者・医師支援センターが主体となり、毎年1名の候補者を学内で選考
しています。
この度、生化学講座の高沢伸教授から推薦を受けた牧野舞先生が、「膵β細

胞における2型リアノジン受容体の組織特異的スプライスバリアントの存在
意義の解明」という研究テーマで、国際ソロプチミスト奈良―あすか大学院
女子学生奨学金クラブ賞を受賞されました。国際ソ
ロプチミスト奈良―あすかの牧浦敬子会長、アワー
ド委員会の吉田知子委員長からは、医学教育に従事
する傍ら学業や研究にも熱心に取り組まれていると
高い評価をいただきました。

皮膚科学講座 西村友紀助教が
国際ソロプチミスト奈良―あすか女性研究者賞を受賞されました

生化学講座 牧野舞助教が
国際ソロプチミスト奈良―あすか大学院女子学生奨学金クラブ賞を受賞されました
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［編集後記］
猛暑の中、夏休み返上で科研費の申請に取り組まれた研究者も多くおら

れると思います。当センターは令和3年度、8名の女性研究者に科研費の
申請支援を行い、3 名（臨床系教員2名、診療助教 1名）の新規採択に至り
ました。今年度は、11名の女性研究者に面談と申請書添削を提供してい
ます。来年の春に嬉しいお知らせが届くことをセンター一同祈っており
ます。皆さま科研費申請お疲れ様でした。 マネージャー　須﨑康恵

男女共同参画に関する授業の実施

「奈良県の男女共同参画」　講師：奈良県こども・女性局女性活躍推進課　森田 俊子 課長
医学科および看護学科1年生を対象とし

た必修授業である「次世代医療人育成論」
に、9月6日（火）奈良県こども・女性局　
女性活躍推進課の森田俊子課長をお招き
しました。当日は、女性研究者・医師支援
センターの須﨑康恵マネージャーが司会
を務め、森田俊子課長から奈良県の男女共
同参画について、さまざまなデータをもと
にご講演いただきました。男性も女性も自
分らしく力を発揮し、ひとりひとりの幸せ
を実現できる奈良県を目指して、行政が女
性の就労支援、父親の育児参加促進、子育て応援、性暴力への対策に取り組んでいることをわかりやすくご説明ください
ました。講演には学生参加型の形式も取り入れられており、学生達が身近な話題から主体的に男女共同参画について考え
る授業となりました。また、自分達の街である奈良県の取組を知る良い機会になったと思います。
本学は、県が主催する「なら女性活躍推進倶楽部」に登録し、須﨑康恵マネージャーが奈良県男女共同参画県民会議委

員および奈良県男女共同参画審議会委員を務める等、奈良県と連携して女性活躍推進に向けた活動を行っています。今後
も県と協力して、奈良県
で学ぶ医学科と看護学科
の学生が男女共同参画社
会の実現を担う良き医療
人に成長できるよう、男
女共同参画に関する教育
に取り組んでいきたいと
思います。
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▲授業の様子

第12 回女性研究者学術研究奨励賞募集

本学では、優れた研究成果を挙げた本学の女性研究者に対して、その研究意欲を高め、将来の学術研究を担う優秀な女性
研究者の育成及びこれによる男女共同参画の促進等に資することを目的に、女性研究者学術研究奨励賞を授与しています。
次回、第12回女性研究者学術研究奨励賞の募集に関するお知らせは、12月上旬に全職員へ一斉メールで

通知します。
また、各教室の所属長には紙面でもご案内します。過去の受賞者一覧と研究テーマは当センターHPに掲載

しています。数多くの女性研究者からのご応募をお待ちしています。 ▲ �当センター
HPQR

Information

にこにこ

1

奈良県の男女共同参画
～男性も女性も自分らしく力を発揮し、

ひとりひとりの幸せを実現できる奈良県を目指して～

奈良県立医科大学 次世代医療人育成論

奈良県こども・女性局
女性活躍推進課長 森田 俊子

「ミモザの花」
～３月８日は国際女性デー（別名「ミモザの日」）～

令和４年９月６日

▲講師：森田俊子課長

▲司会：須﨑康恵マネージャー


